
「道の駅」設置検討の概要 
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・道路利用者への安全で快適な道路交通環境の提供 
・地域の振興に寄与  

「道の駅」の目的 

道の駅の目的と機能 

基本コンセプト 

休憩機能 ・２４時間、無料で利用できる駐車場・トイレ 

情報発信機能 ・道路情報、地域の観光情報、緊急医療情報
などを提供 

地域連携機能 ・文化共用施設、観光レクリエーション施設など
の地域振興施設 

休憩機能 

地域連携
機能 

情報発信
機能 

地域とともにつくる 
個性豊かなにぎわいの場 

道の駅について 

・地域とともにつくる個性豊かなにぎわいの場 

基本機能 

＋機能の多様化（個性） 
○防災拠点 
・災害用トイレ、非常用電源等 

○その他 
・温泉、観光農園、ｺﾝﾋﾞﾆｴﾝｽｽﾄｱ、 
 歴史展示室等 
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整備の方法 

○「道の駅」は、市町村又はそれに代わり得る公的な団体が設置 
○登録は、市町村長からの登録申請により、国土交通省で登録 

市町村等整備 単独型 

一体型 

道の駅について 
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登録数 

道の駅の登録数 

Ｈ5年度末 122駅 

Ｈ27年4月15日現在 1,059駅 
（群馬県31駅） 

○ほとんどの道の駅は、市町村が設置 
○管理運営は、指定管理者等が約４割、 
 第三セクターが約３割 

道の駅について 
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5月31日に道の駅 玉村宿オープン 
（群馬県31駅目） 

国道354号 
関越自動車道高崎玉村スマートインターチェンジの出入り口 



○設 置 者：前橋市 

○所 在 地：群馬県前橋市滝窪町  

○路 線 名：一般国道３５３号 

○道路管理者：群馬県 

○整備手法：単独型 

○登  録：平成７年４月 

○全体面積：約１４９，９３６㎡ 

前橋市の道の駅 「ぐりーんふらわー牧場・大胡」 

花木農産物直売所「さんぽ道」 

オランダ型風車 ミニ牧場 
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前橋市の道の駅 「赤城の恵」 

○設 置 者：前橋市 

○所 在 地：群馬県前橋市荻窪町  

○路 線 名：（主）渋川・大胡線 

○道路管理者：群馬県 

○整備手法：単独型 

○登  録：平成２２年８月 

○全体面積：約１１１，０００㎡ 

あいのやまの湯 

農畜産物直売所「味菜」 
荻窪公園 
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前橋市の道の駅 「ふじみ」 

○設 置 者：前橋市 

○所 在 地：群馬県前橋市富士見町石井  

○路 線 名：一般国道３５３号 

○道路管理者：群馬県 

○整備手法：単独型 

○登  録：平成２３年３月 

○全体面積：約３０，０００㎡ 

富士見温泉見晴らしの湯ふれあい館 

農産物直売所 風ラインふじみ ふれあい公園 
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全国的な流れ 「道の駅」による地方創生拠点の形成 

○ 元々、ドライバーの休憩施設として生まれた｢道の駅｣は、まちの特産物や観光 
 資源を活かしてひとを呼び、地域にしごとを生み出す核へと独自に進化。 
○国土交通省では、この「道の駅」を経済の好循環を地方に行き渡らせる成長戦略 
 の強力なツールとして位置づけ、特に優れた機能を継続的に発揮している全国モ 
 デル「道の駅」を選定した。 

「道の駅」が活力を 
呼び、雇用を創出、 
地域の好循環へ 

全国モデル「道の駅」 
 主な

機能 
都道府県 市町村 設置

年度 
駅名 主な特徴 

観光
総合 

群馬県 川場村 H8 川場田園プラザ 「農業プラス観光」で人口約3,700 人の村
に年間約120 万人が来訪。リピート率は７
割。 

栃木県 茂木町 H8 もてぎ 真岡鉄道のSLやサーキットなど地域の魅力
へのアクセスポイントとしてのゲートウェ
イ機能。 

千葉県 南房総
市 

H5 とみうら ビワ狩り体験企画など、地域の観光資源を 
パッケージ化し、都市部の旅行会社へ販売。
観光バス3,000 台誘致。 

産業
振興 

山口県 萩市 H13 萩しーまーと 隣接する漁港から新鮮な海産物が直接店頭 
に並び、地産地消にも貢献。地元加工業者
と高付加価値商品を開発し、地域に貢献。 

愛媛県 内子町 H8 内子フレッシュ
パーク 
からり 

生産者自らが運営に携わり、特産品を活か
した加工食品の開発販売等、約60 名の雇
用を創出。 

防災 岩手県 遠野市 H10 遠野風の丘 東日本大震災時は、後方支援拠点として機 
能、広域防災拠点として高度な防災機能を
分担。 
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新たな「道の駅」の必要性 

○新たな「道の駅」で、地域の特性を活かした取り組み（例えば：自然、農業、 
 食及び健康をテーマにした取り組み）を進めると共に、市民を含めた利用者に  
 前橋市の魅力を伝え、新たな人の流れを市内に呼び込み、地域経済の活性化を  
 図る。（市民の皆様には、市の魅力を再認識していただく。） 

○政府は、我が国が直面する人口急減・超高齢化という大きな課題に取り組み、  
 各地域がそれぞれの特徴を活かした自律的で持続的な社会を創生できるよう、  
 まち・ひと・しごと創生本部を設置した。 
○前橋市においても人口急減・超高齢化は大きな課題であり、対応策として、地 
 域の特性を活かした取り組みを戦略的に展開する必要がある。 

地方創生の視点 

○「道の駅」が活力を呼び、雇用を創出し、地域の好循環へ繋がる 

○多くの交通量が見込まれる上武道路の全線開通（H28年度予定）は 、前橋市に  
 新たな人の流れを呼び込むチャンスである。※無策で上武道路利用者を通過さ 
 せてしまうのは、ピンチである。 
○そこで、前橋市の魅力をＰＲするための一つのツールとして、上武道路沿線に 
 新たな「道の駅」の設置が必要であると判断した。 

上武道路沿線に道の駅を設置検討 

効果 
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○候補地を上武道路と一般道が平面交差する１４箇所から、一定規模（約３ha） 
 が確保できる４箇所に絞った上で、各候補地の課題を整理。 
 
○道の駅設置懇談会（商業、農業及び学識等の１４名で構成）に、候補地と整備 
 の方向性等について意見をいただいた。 

新たな「道の駅」設置検討の経緯 

○懇談会の意見を踏まえ、前 
 橋市の特性分析結果及び候 
 補地の評価結果を基に市内 
 部で勘案し、候補地を選定 
 した。 
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＜平成２６年度までに決まったこと＞ 

①候補地 「関根町ほか地内（上り線）」 

※実際に整備する区域は、今後、導入機能や施設規模の検討を進めるなどして、決める予定 10 



＜平成２６年度までに決まったこと＞ 

②コンセプトと整備の方向性 

＜方向性①＞ 
前橋の情報発信 
及び市民と来訪者との
交流の場 
  

＜方向性②＞ 
前橋が持つ自然が感じ
られる場 
  

  
  

  
  

  
  
 
＜方向性③＞ 
前橋の食文化を伝え、
新たな魅力を創出・発
信する場 

  

  
  
  
  
 
＜方向性④＞ 
防災・復旧の拠点とな
る場 
  
  

  
 
  
  

  
 

  
  
  

 
  

 
  

情報 
・交流 

自然 

食 防災 

コンセプト（基本的な概念） 
～前橋の魅力を発信し、地域資源が体感できる、都市と農村の交流空間～ 

＜ｷｰﾜｰﾄﾞ①＞ ＜ｷｰﾜｰﾄﾞ②＞ 

＜ｷｰﾜｰﾄﾞ③＞ ＜ｷｰﾜｰﾄﾞ④＞ 
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スケジュール 

○平成２７年度の取り組み 
・候補地周辺地域への説明会等 
・検討協議会の開催 
・導入機能の検討 
・施設規模の検討 
・整備・運営手法の検討 

○概略スケジュール 
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基本計画策定 



アクセスの向上（強み） 

H28年度中全線開通予定 

13 



前橋市の自然、田園風景 
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萩原朔太郎記念館 

蚕糸記念館 

臨江閣 

ばら園 

千本桜の森公園 ぐりーんふらわー牧場 

前橋市の観光資源 
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農業体験 

田植え体験  

芋掘り体験  

収穫体験 
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農林産物等の加工体験・生活体験 

味噌づくり しめ縄づくり体験 

そば打ち体験 

17 



スノーシュー体験 

ホタル観察 

星空観察 

自然体験 
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月田ささら 大胡暴れ獅子 

赤城神社太々神楽 

伝統文化 

どんど焼き 
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上武道路沿線の新たな「道の駅」を核とした「枠組み」イメージ 

道の駅 

好循環 

多様な地域資源を組み合
わせた商品、ツアー等開
発(資源のパッケージ化) 

商品や情報
として道の
駅で提供 

市民・魅力を再認識 
来訪者・体験、体感
により魅力を認識 

交流促進が地
域活性化に波
及 

利益を地
域で共有 

好循環 
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利益を地域で共有 

人の流れ 



「道の駅」を核とした「取り組み」イメージ 

臨江閣 

赤城山 

温泉 

ばら園 

・案内人（コンシェルジュ） 
 が、観光資源や体験型ツアーを  
 案内 
（例：自然、農業、食及び健康をテーマ 
 にした体験ツアーなど） 

・前橋の強みをＰＲ 
・移住に関する相談に対応 など 

前橋市の観光資源 

【コンシェルジュデスク】 

子育て環境 
消防力 健康 

前橋市の強みをＰＲ（シティプロモーションの仕組み） 
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６次産業化商品 
加工・販売 

収穫体験 

朝採り野菜販売 

【道の駅機能例】 

防災・復旧拠点 地産食堂 

道の駅の施設内で、農、食、加工
商品などを体験、体感 

収穫体験 

ＰＲ 

充実したｽﾎﾟｰﾂ施設 

道の駅 

本物（現地） 
へ誘導 

他の道の駅や 
集客施設との 
連携、棲み分け 
（機能分担） 

写真：川場村提供 

写真：川場村提供 

http://www.pakutaso.com/assets_c/2012/08/N934_sarari-mannishindanOK500-thumb-750x500-1878.jpg


人の流れをネットワーク化 

好循環 
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利益を地域で共有 

イケアのオープンが予定されている 
南部拠点地区 

前橋三大祭りやイベントを 
開催する中心市街地 

道の駅 

人の流れ 

ﾍﾞｲｼｱﾋﾞｼﾞﾈｽｾﾝﾀｰ 

イケア 

ﾃﾅﾝﾄｴﾘｱ 
カインズ 

コストコ 

北関東自動車道 

下川住宅団地 



質疑集 

質問１：なぜ、新たな「道の駅」が必要なのか？ 
回答１：多くの利用者が見込まれる上武道路沿線に「道の駅」を設置し、前橋市の 
    魅力を市内外にＰＲするためです。 
 
質問２：買収する土地は決まっているのか？ 
回答２：今後、導入する機能と施設の規模（面積）の検討を進めた上で、買収する 
    土地を決める予定です。 
 
質問３：候補地の近くには、既存の「道の駅」が数箇所あるが、影響はないのか？ 
回答３：近接する他の「道の駅」等とは、意見交換を行い、機能の棲み分けや連携 
    方法を研究し、利益を共有できる仕組みづくりを目指します。 
 
質問４：新たな「道の駅」の整備費は？ 
回答４：導入機能や施設規模など、具体的な検討を進めた上で概算事業費を算定す 
    る予定です。 
 
質問５：新たな「道の駅」は、前橋市が整備するのか？ 
回答５：国土交通省と前橋市が分担して一つの「道の駅」を整備する「一体型」整 
    備を目指し協議する予定です。 
 
質問６：「道の駅」は、いつオープンするのか？ 
回答６：平成３２年度中のオープンを目指します。 
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質疑集 

質問７：他の道の駅等との連携と棲み分け（機能分担）とはどんなものを想定して 
    いるのか？ 
回答７：具体的には、今後検討を進めることになりますが、例えば、施設周遊を促 
    すスタンプラリーの実施や相互利用優待制度に加え、新たな道の駅に地域 
    の店を出店するような仕組みについても、皆様と共に研究を進めたいと考 
    えています。 
 
質問８：売り上げ目標はあるか？ 
回答８：具体的には、導入機能、施設規模及び、整備手法に加え、運営手法の検討 
    を進めた後に、具体的な売り上げ目標が設定されます。収支については、 
    道の駅（施設）を建ててから解体するまでの「ライフサイクルコスト」を 
    考慮した事業計画を策定することに加え、国の補助制度を活用して市の財 
    政負担を抑えるなど、過剰な投資、過大な財政負担とならないように、事 
    業を推進したいと考えています。 
 
質問９：運営者は決まっているのか？ 
回答９：今後、運営手法を検討した上で、運営者を選定する予定です。 
 
質問10：施設への出入り口はどうなるのか？ 
回答10：上武道路と（都）荒牧・関根線の交差点からのアクセスに加え、周辺地域   
    からのアクセス道路整備について関係機関等と協議します。 
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